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（FNH もし くは HCC 疑 い ） も指摘 され た ．各種

腫瘍 マ ーカ ーの 上 昇 は み られ なか っ た．S4 も含

め て 切除する 方針 と し肝拡大外側域 切除術 を施行

した、病理組織 診断は血 管筋脂肪腫 と FNH で あ

っ た．

【ま とめ】肝 lrlL管筋脂肪腫 自体稀 で あ り術前診断

は困難 で あ る．横紋筋 肉腫 治療後に 肝血管筋脂肪

腫が 出現 した極め て 稀な症例 を経験 し た．

13．大量 化学療法 を含む化学療法，放射線 治療後

　 に全摘 し得た膵芽腫の 1例

　　　　　宗崎　良太，出尻 　達 郎，田 中　　桜

　　　　　　　　　　　木下　義晶 ，出 口　智章

　　　　　（九州 大 学大学院医学研究院小児外科）

　　　　　古賀　友紀，住江　愛子，原　　寿郎

　　　　　　　　　　　　　　　　（同　小 児科）

　　　　　　　　　　　孝橋　賢一
，小 田　義直

　　　　　　　　　　　　　（同　 形態機能病理 ）

　症例 は 6 歳女児．腹痛，嘔吐 を主訴 に近医受診．

腹部 CT で 膵頭部〜体部 を中心 とす る 9，5cm の

内部不均
一

な腫瘤 を認 め， 卜二 指腸 お よび大血 管

を圧排 し て い た が．遠 隔転移 は なか っ た．開腹腫

瘍生 検の 結果，膵芽腫 と診断 され 当院転 院，神経

芽腫 に準 じた化学療法を行 うも反応性が 悪 くな り，

CPT −］1 ＋ VCR の 化学療 法 と放射 線治療 を行 っ

た後，末梢血 幹細胞移植 を伴 う大量化学療法 を行

い ，幽門輪温存 膵頭十二 指腸切 除術 （PpPD ）に

て腫瘍 を全 摘 しえた，膵芽腫 に対 して 末梢血幹細

胞移植を伴 う大量化学療法後 を行 い 縮小 した後 に ，

PpPD にて腫 瘍を全摘 した報 告は な く，文献的考

察 を加 え報告す る．

14．九州大学病院小児科 ・小児外 科に お ける横紋

　 筋肉腫 の検討

　　　　　古賀　友紀．住江　愛 予，原　 　寿郎

　　　　　　　　　　　　　　（九 州大 学小 児科）

　　　　　宗崎　良太，木下　義 品，田尻 　達郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　田 口　 智章

　　　　　　　　　　　　　（九 州大学小児外科）

　　　　　　　　　　　孝橋　賢
一
，小 田　義直

　　　　　　　　　　（九州大学形態機 能病理学）

　 1990〜2009 年 まで の 20 年間 に当院に 人院 した

横 紋筋 肉腫 30 例 （月齢 中央 値 30 か 月 ：　1〜1．90

か 月，男 13／女 IZ 胎 児型 12／胞巣型 12／不明 6．

術 後 グ ル ープ分 類 1 ；1 例／H ；1例 f皿1 ；14 例／

IV ；14 例 ，低 リ ス ク 4 例／中 間 リ ス ク 9 例／高 TJ

ス ク 15 例／不明 2 例，造血 幹細胞移植施行 7例）

を解析 した ．低 ・中リ ス クにお ける 5 年無増悪生

存率 お よ び全 生存 率 は そ れ ぞ れ 68．4％ ，83，9％

で あ り，高 リ ス ク に お い て は 72，0％ ，70．5％ で

あ っ た．い ずれ の 2群 にお い て も有 意差は 認め ら

れ なか っ た （p ＝0、71，p ＝0．54）．

15．早期 に多発性骨転移 を来 た した骨肉腫 の 2 例

　　　　　伊藤　早織，江崎 　拓也，中川慎
…

郎

　　　　　大園　秀
一

，上 田耕
一

郎，稲 田　浩子

　　　　　　　　　　　　　　　　 松石豊次郎

　　　　　　　　　　　　　（久留米大学小児科）

　　　　　福嶋 　信広，濱田 　哲矢，平 岡　弘二

　　　　　　　　　　　　　　　（同　整形外科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿毛　政義

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1司　病理）

　骨肉腫 の 初同治療 中早期 に，多発性骨転移 を来

た した症例 を 2 例続 けて 経験 した ．症例 は 16 歳

男児 と 13 歳女児． い ず れ も膝 の 腫脹 ・疼痛 で 発

症 し，生 検で 骨 肉腫の 診断，限局性 と判断 して い

た．10R ／OS −N4 プ ロ トコ ール で 化学療法 を 開始

し，治療 開始か ら 3−4 か月後 の 局所摘 出術前 の 検

査 で ，多発性 の 骨病変が 明 らか に な っ た．すべ て

の 骨病変 を摘出する の は 困難で ，化学療法を変更

し，放射線照射 を組み合 わせ て行 っ て い るが ，治

療 には難渋 して い る．両 者 と も，い まだ 明 らか な

肺転移 は認め な い が ，1例 に は多発性脳転移が 出

現 し た．示唆 に 富む 症例 と考 え，報 告する ，
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